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▲
 株主の皆様へ

第90期（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）見通しについて
今後のビジネス環境についてはグローバル化が進む一方

で各国のニーズは多様化し、経済動向は日々変わる状況に
あります。国内の景況は総じて安定的に緩やかな回復を予
想しておりますが、少子高齢化による消費の伸び悩み、各
世代での消費欲求の変化によって今後需要は量的にも質的
にも大きな変化の時が迫っています。

このような中、当社ではよい伝統は継承しつつ、変革意
識を強く持ち、将来を見据えた活動に努めてまいります。

今期につきましては、売上高1,161億43百万円、営業利
益17億31百万円、経常利益18億9百万円、親会社に帰属す
る当期純利益12億37百万円を見込んでおります。

　株主の皆様には、格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

　さて、当社は第89期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

が終了しましたので、一言ご挨拶申しあげます。
平成29年6月

将来に向けた活動について
当社は今年の12月に創業120周年を迎えます。今後もま

すます高い企業価値を有する鉄鋼商社となるべくお客様と
ともに、事業領域の拡大、また既存事業の基盤強化し、社
内では構造改革の実行、人材育成の強化をはかってまいり
ます。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解と
ご支援を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役社長　木 下 幹 夫
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売上 高
1,063億 30百万円

鋼 管 191億86百万円
一般的には、建築資材や機械部品に用いられるものや、ガスや水を通すパイプ

など多種多様な用途に用いられるものがあります。
当社でも、さまざまな製品の材料として切断等の加工を施し販売しており、主

なものには、自動車の座席シートまわりの部品や、建物の骨格として使用される角
型鋼管(コラム)等の材料があります。

18.1 ％

シートフレーム

品 種 別 売 上 高 構 成 比

ステンレス等 249億19百万円
ステンレス鋼は錆を防ぐためのめっきや塗装をしなくても済み、耐食性に優れ

ています。屋外や湿気のある場所での使用、例えば構造物や鉄道車両の外面、自動
車部品などの様々な分野に用いられております。

当社では主に自動車の排気系部品に使われる材料などを扱っており、主力商品
のひとつとなっております。

23.4 ％

マフラー

コラム

▲
 主な取扱品目

3
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売上 高
1,063億 30百万円

品 種 別 売 上 高 構 成 比

鋼 板 646億12百万円

そ の 他 4億48百万円 0.4 ％

鋼 板 595億12百万円
自動車・船舶・鉄道車両・建築物・海洋構造物の部材など非常に幅広い分野で

使用されている材料です。
当社では主に自動車部品や鉄製シャッターなどに使用される薄板を中心に、鉄

鋼メーカーより購入した材料をお客さまからご要望頂いた寸法に加工を施し販売し
ております。

56.0 ％

シャッター

22億64百万円
建築用の構造材などに使用される型鋼や、コンクリートの補強用などに使用さ

れる棒鋼、土砂崩れを抑えるために使用される鋼矢板など、主に土木・建築用途に
使用されている材料です。

2.1 ％条 鋼

フロントピラー
センターピラー

ドアビーム

4
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●1  資産の部
当期末の総資産は539億56百万円となり、前

期末に比べ18億45百万円増加しました。主な要
因は、現金及び預金の増加、売上債権の増加など
であります。

●2  負債の部
当期末の負債は329億49百万円となり、前期

末に比べ5億59百万円増加しました。
主な要因は、仕入債務の増加などであります。

●3  純資産の部
当期末における純資産は210億7百万円となり、

前期末に比べ12億86百万円増加しました。主な
要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上
14億54百万円などであります。

科　目 当　期
平成29年3月31日

前　期
平成28年3月31日

資産の部

流動資産 44,655 43,024

固定資産 9,267 9,045

有形固定資産 3,859 3,878

無形固定資産 77 87

投資その他の資産 5,330 5,080

繰延資産 33 40

資産合計 53,956 52,110

負債の部
流動負債 26,673 26,171

固定負債 6,275 6,217

負債合計 32,949 32,389

純資産の部
株主資本 17,984 16,883

資本金 2,310 2,310

資本剰余金 1,802 1,802

利益剰余金 14,118 13,016

自己株式 △246 △246

その他の包括利益累計額 3,023 2,837

その他有価証券評価差額金 2,416 2,115

土地再評価差額金 799 799

退職給付に係る調整累計額 △193 △77

純資産合計 21,007 19,720

負債及び純資産合計 53,956 52,110

連結貸借対照表 単位：百万円

1

2

3

前期比較

5

▲
 連結財務諸表

010_0126801302906.indd   5 2017/05/31   19:31:31



●4  売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益
国内粗鋼生産量の増加、国内自動車生産量の増加の一方、年間

を通じて鋼材価格の下落基調が続いた影響を受け、売上高は
1,063億30百万円と前期と比較して減少いたしましたが、利益面
では採算改善に努めた結果、営業利益18億38百万円、経常利益
19億44百万円と増加しました。また、特別利益の計上により、
親会社株主に帰属する当期純利益14億54百万円と増加しました。

●5  営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加7億

65百万円、法人税等の納付6億20百万円等による資金減少は
ありましたが、税金等調整前当期純利益20億97百万円の計
上、たな卸資産の減少18億76百万円、仕入債務の増加2億27
百万円、未払消費税等の増加1億39百万円等により、30億37
百万円の資金増加となりました。

●6  投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の

取得による支出90百万円、投資有価証券の取得による支出
20百万円等による資金減少はありましたが、投資有価証券
の売却による収入1億60百万円等により、47百万円の資金
増加となりました。

●7  財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支

払による支出3億52百万円等により、3億53百万円の資金減
少となりました。

科　目
当　期

自　平成28年4月 1 日
至　平成29年3月31日

前　期
自　平成27年4月 1 日
至　平成28年3月31日

売上高 106,330 109,176

売上原価 100,331 103,493

売上総利益 5,999 5,682

販売費及び一般管理費 4,160 3,973

営業利益 1,838 1,709

営業外収益 264 243

営業外費用 158 227

経常利益 1,944 1,725

特別利益 152 8

税金等調整前当期純利益 2,097 1,733

法人税、住民税及び事業税 673 624

法人税等調整額 △30 △41

当期純利益 1,454 1,150

親会社株主に帰属する当期純利益 1,454 1,150

連結損益計算書 単位：百万円

4

4

4

4

科　目
当　期

自　平成28年4月 1 日
至　平成29年3月31日

前　期
自　平成27年4月 1 日
至　平成28年3月31日

営業活動による
キャッシュ・フロー 3,037 2,005

投資活動による
キャッシュ・フロー 47 △239

財務活動による
キャッシュ・フロー △353 △435

現金及び現金同等物の
増減額 2,732 1,330

現金及び現金同等物の
期首残高 5,710 4,379

現金及び現金同等物の
期末残高 8,442 5,710

連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円

5

6

7

前期比較

6

010_0126801302906.indd   6 2017/05/31   19:31:31



▲
 事業ネットワーク

★：事業所
●：工場
◆：倉庫
■：グループ

四国センター
西条市

■

四国営業所
西条市

●★

関西支店
大阪市
中央区

㈱空見スチールサービス
名古屋市港区
加納物流センター㈱・空見センター
名古屋市港区

静岡営業所
静岡市葵区

加納物流センター㈱・豊田センター
豊田市

★

板付倉庫
福岡県粕屋郡

九州支店
福岡市博多区

中国営業所
広島市南区

★

★

金沢営業所
金沢市

本社／名古屋本店
名古屋市西区

東北支店
北上市

㈱カノークス北上
北上市

新日本鋼業㈱
太田市

北関東支店
太田市

※協力加工工場
　㈱スズヤス
　五十鈴㈱
　㈱メタルワン・スチールサービス

東京支社
東京都中央区

市川センター
市川市

★

札幌営業所
札幌市中央区

石川技研工業㈱
白山市

◆

◆

■
★

■●★ ★

■★

★

★
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▲
 会社概要

商 号 株式会社カノークス
英訳名：CANOX CORPORATION

創 業 年 月 日 明治30年12月1日

設 立 年 月 日 昭和23年1月29日

資 本 金 23億1千万円

従 業 員 数 179名

会 計 監 査 人 有限責任監査法人トーマツ

主要な事業内容 鉄鋼及び鉄鋼関連商品の販売

会社の概況　（平成29年3月31日現在）

ホームページのご案内
当社では、IR活動の一環として、ホームページを充実さ
せております。
株主の皆様へは、よりスピーディーな情報提供を心掛
け、決算情報や取引所への開示資料等を発表と同時に
ホームページにアップしています。
他にも企業情報等掲載していますので、皆様のアクセス
をお待ちしております。

ホームページアドレス　http://www.canox.co.jp/

代表取締役社長 木　下　幹　夫
取 締 役 首　藤　隆　彦
取 締 役 藤　條　修　也
取 締 役 松　永　敏　博
取 締 役 柴　田　圭　亮
取 締 役 宮　島　元　子

常 勤 監 査 役 亀　田　善　也
監 査 役 内　野　秀　幸
監 査 役 平　松　直　人

専務執行役員　 平　野　秀　明
専務執行役員※ 首　藤　隆　彦
執 行 役 員※ 藤　條　修　也
執 行 役 員※ 松　永　敏　博
執 行 役 員　 小　西　伸　雄

役員　（平成29年6月28日現在）

（注）※を付した執行役員は取締役を兼任しております。

8
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▲
 株式の状況

発行可能株式総数 19,443,000株

発行済株式の総数 10,690,329株（自己株式413,171株を除く）

株主数 1,213名

氏名又は名称 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社メタルワン 4,380,000 40.97

日新製鋼株式会社 1,707,770 15.97

株式会社三菱東京UFJ銀行 455,724 4.26

新日鐵住金株式会社 414,250 3.87

株式会社愛知銀行 343,500 3.21

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR: FIDELITY SR
INTRINSIC OPPORTUNITIES FUND 298,900 2.80

加納光太郎 228,235 2.13

株式会社中山製鋼所 131,250 1.23

株式会社第三銀行 114,875 1.07

加納勝彦 112,740 1.05

株価および出来高の推移

1
平成27年

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
平成28年

4 5 6 7 8 9 10 11 122 34
平成26年

9 10 11 125 6 7 8

（株）（円）

31
平成29年

2
0

75,000

150,000

300,000

250

0

500

225,000750

1,000

株式の概況　（平成29年3月31日現在） 大株主の状況 　（平成29年3月31日現在）

所有者別分布状況

所有数別分布状況

1,213名

金融機関　12名
外国法人等　7名

100株未満
240名

金融商品取引業者　9名

1,000株未満
571名

その他の法人　
76名

10,000株未満
341名

個人・その他
1,109名

10,000株以上
61名

1,213名

（注）１．当社は、自己株式413,171株を保有しておりますが、上記
大株主からは除いております。

　 　２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

（注）平成27年10月1日付で普通株式2株を1株に株式併合しております。9
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▲
 トピックス

平成25年より厳しい外部環境下、今一度男女が一体感のある組織にするため、「CANOX ONE」活動を
開始し、その一環として、部署毎に相互理解と業務改善を実施する「課を一つに活動」と社内交流を高め
るため「EVENT（イベント）活動」を実施しました。また社長が座長となり全女性社員が参加して改善・
要望活動を行う「CW（カノークス ウーマン）活動」を展開し、女性活躍促進、育児、介護等ワークライ
フバランスに係る諸制度の見直し等に取り組んで参りました。

更に、平成28年には「働き方改革推進チーム」を発足し、時間外労働の削減並びに有給休暇を取得しや
すい職場環境の整備に取り組んでおります。

まだまだ、土壌づくりを行ったに過ぎませんがこのような活動が認められ、以下のように受賞いたしま
した。

「あいち女性輝きカンパニー」優良企業表彰式にて
左．大村愛知県知事　右．木下社長

「あいち女性輝きカンパニー」優良企業表彰受賞
平成28年12月、女性の活躍に向けた取り組みを特に積極的に推進し、模範となる企業に対して

「優良企業」として表彰する制度が新たに創設され、300名以下の部門で当社が優良表彰を受賞し
ました。

「愛知県ファミリーフレンドリー企業賞」受賞
平成29年2月、愛知県が毎年「愛知

県ファミリー・フレンドリー企業」の
中から他の模範となる優れた取組を
実施している企業を表彰する「ファ
ミリーフレンドリー企業賞」におい
て、平成28年度中小企業の部におい
て表彰企業に選ばれました。

10
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■ 事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 株主総会 定　時　毎年6月

臨　時　必要あるときに公告して開催する。
■ 配当金受領株主確定日 3月31日
■ 公告方法 電子公告（http://www.canox.co.jp/）

ただし電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたとき
は、日本経済新聞に掲載して行う。

■ 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 東京都江東区東砂七丁目10番11号　〒137-8081

三菱UFJ信託銀行株式会社　　証券代行部
電話（通話料無料）0120-232-711

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、株主様個人の口座を開設されている口座管理

機関（証券会社等）でお取り扱いすることとなっておりますので、その口座管理機関にお問い合わせください。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっております
ので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店
においてもお取り次ぎいたします。

3.  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

（ご案内）
少額投資非課税口座（NISA 口座）における配当等のお受け取りについて
新規に購入された当社株式をNISA 口座でご所有される場合、配当等につき非課税の適用を受けるためには、口座管理
機関（証券会社等）を通じて配当等を受け取る方式である「株式数比例配分方式」をお選びいただく必要がございます。
ご所有の株式のうち、特別口座に記録された株式をお持ちの株主様は「株式数比例配分方式」をお選びいただくことが
できませんのでご注意ください。
NISA 口座に関する詳細につきましては、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

本 社 名古屋市西区那古野1︲1︲12 電話 052-564-3511
名古屋本店 名古屋市西区那古野1︲1︲12 電話 052-564-3611
東 京 支 社 東京都中央区日本橋本町3︲6︲2 電話 03-5651-5301
関 西 支 店 大阪市中央区本町2︲1︲6 電話 06-6266-1300
九 州 支 店 福岡市博多区博多駅前1︲4︲1 電話 092-289-8631
北関東支店 太田市飯田町1303 電話 0276-48-5351

東 北 支 店 北上市相去町大松沢1︲96 電話 0197-67-6429
札幌営業所 札幌市中央区大通西6︲2︲6 電話 011-231-4651
金沢営業所 金沢市北安江1︲3︲24 電話 076-263-5461
静岡営業所 静岡市葵区栄町3︲1 電話 054-251-2171
中国営業所 広島市南区稲荷町3︲20 電話 082-262-1133
四国営業所 西条市今在家820︲1 電話 0898-64-6095

株式についてのご案内
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